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社会貢献型ショッピングが体験できるチャリ
ティショップの普及によりチャリティ文化の
機運を高めながらゴミ削減に貢献する活動

廃校を拠点に地球環境を基盤とした地域循
環共生圏の創造と奄美大島の自然と伝統文
化を活かした体験型SDGs学習の場の構築

 日本全域

 鹿児島県奄美大島

活動地域

活動地域

ポップアップストア
開催日数 30 日
回収ボックスの
設置か所 6 か所

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 80 ％

ワークショップ等開催 21 回
ワークショップ等
参加者 334 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 40 ％

実 践

はじめる助成

1年目

実 践

つづける助成

1年目

活動内容と成果
地域の方々から寄付いただいた物品を販売し、その
利益を地域課題の解決に使うことを目指したチャリ
ティショップの普及に取り組んだ。今年度は、46人
のボランティアや協力企業、デザイナーと協働し、
ポップアップストアを30日間開催した。その結果、
年間の不用品の回収量は305kg（約1,000点）、リユー
ス品・アップサイクル品のアイテム販売数は約620
点（前年比 288%）となった。また、デザイナーの協
力のもとアップサイクル商品を開発・販売するとと
もに、アップサイクルワークショップを開催した。

活動内容と成果
● 廃校の校庭を活用し、鶏を利用した循環型有機農業
を実施
● 調理時に廃棄される食材（食品ロス）の回収量は年間
約6トン。そのすべてを鶏の餌や肥料として活用
● 廃校を活用して体験型SDGs学習に関するワーク
ショップや講演会等を21回開催、延べ参加者数は334
人。田んぼでの合鴨農法、奄美の生態系バランスを学
ぶフィールドワーク、奄美の木材を利用した伝統漁
法イカエギ作りなどを体験した
● ワークショップ等には未就学児や小中学生の親子、
大学生、高齢者などが参加し、過疎地の廃校が多世代
間の交流の場となった

課　題
①衣料品の廃棄量が多い②チャリティショップに集
まるものは多様なため店内のレイアウトが雑然とし
やすい③日本にチャリティ文化が根付いていない

目　標
オシャレで楽しくできる社会貢献ムーブメントをつ
くるとともに、チャリティショップを通じてゴミ削
減に貢献する。

課　題
自然と人とが共生する持続可能な社会の在り方につい
て、奄美の豊かな自然と文化の中で考え、体感しながら、
廃校を活用することで過疎地域の活性化に貢献する。

目　標
廃校を維持管理しながら、廃棄食材を活用した循環型
農業の仕組みを確立し、奄美の自然と伝統文化の中で
持続可能な社会について考える体験型SDGs学習の場
を構築する。
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店内で仕分け・値付けをするボランティア店内で仕分け・値付けをするボランティア

「循環型有機農業での合鴨農法」のワークショップ「循環型有機農業での合鴨農法」のワークショップ

アップサイクルワークショップのアップサイクルワークショップの
様子様子

「環境教育と地域づくり」講演会「環境教育と地域づくり」講演会

実店舗のレイアウト調査・分析をし、店舗をリデザインしたいと考えている。また、
コンパクトなチャリティショップをひらくためのノウハウをまとめた手引きを活
用し、実践したい企業や団体の支援をしていきたい。

廃校を拠点にしたSDGsカフェスペースを活用し、定期的な情報発信をしたり、地
域住民だけでなく観光客なども参加できるような体験型SDGsプログラムを開発
し、多くの方に啓蒙活動ができる仕組みを構築したい。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍において人と
人との交流が困難となり、積極的な
ボランティア募集や広報がしづらく、
活動の制限や中止を余儀なくされた。

■工夫した点
事前打合せやボランティア研修はす
べてオンラインで進めたほか、健康
管理表や対応マニュアルを作成。会
場動線は一方通行とした。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍でSDGsに関
心の高い大学生ボランティアを島外
から受け入れる際、その判断のタイ
ミングや感染対策に苦労をした。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍でイベント開催
ごとに不特定多数向けの募集でなく、
登録制にして感染状況を常に把握した
登録者の中から参加者を募集した。
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